
 
 

   Ｚ１９   ２００９．４．６  ＪＲ東海労東二運分会  

 
 
組合員のみなさん！ ユニオン・国労組合員のみなさん！ 
 信じがたい話しですが２月９日、ＪＲ連合の角田会長が赤
坂のあるラウンジで、公安１課栢木課長（当時は２課長）と会
っていたことが明らかになりました。居合わせた人によると、
かなり親密な様子で偶然とはとても思えなかったそうです。
ＪＲ東海ユニオンにとって、決して無関係ではありません。 
 
 
 
 わたしたちＪＲ東海労はＪＲ総連に加盟しています。ＪＲ
東海ユニオンはＪＲ連合に加盟しています。そしてその上部
団体としてＪＲ総連もＪＲ連合も、労働組合の全国中央組織
である日本労働組合総連合（連合）に加盟しています。 
 わたしたち東海労を、会社は「テロリスト」と言い、ＪＲ
連合は、ＪＲ総連を「革マル」と言っています。ＪＲ連合の
「民主化闘争情報」ではＪＲ総連やＪＲ東労組、東海労をも
取り上げ 革マル だと宣伝しています。でたらめ記事で各方
面から訴えられている「週刊現代」を職場や組合事務所で組
合員に読ませているのもＪＲ連合・東海ユニオンです。最近
では「奪われたハンドル」という漫画本です。  
 さらにＪＲ連合は、推薦議員に「 Ｊ Ｒ へ の 革 マ ル 派 浸 透
は 治 安 問 題 」 と 国会で質問をさせ、「関 係 当 局 」 へ 強 い 働
き か け を 促 し 、「警察の強い決意」を引き出すことも行って
います。「革マル」「テロリスト」「治安問題」「関係当局」「警
察」と並べると当然でてくるのが公安警察です。  

ＪＲ浦和電車区事件やＪＲ蒲郡駅事件をデッチ上げ、捜索
をしているところで、労働組合や市民運動の正当な活動を監視
し取締り、そして妨害するのが公安警察の役割なのです。 

ＪＲ連合は３月に「民主化検証委員会」設置したことを「民
主化闘争情報」で明らかにし、また「共通できる課題・職場
の民主化」に向けた国労との共闘を進めるために角田会長な
ど双方の三役が話し合ったと言っています。この前段で公安
１課栢木課長と会って角田会長は一体なにを話していたので
しょう。公安警察と手を組んだと言われても仕方ありません。 
 


